
市民ニーズに応え、　
一般会計歳入歳出総額　　

　世界的な景気後退、個人消費の低迷、原材料の高
騰などにより、地域経済は今後も厳しい状況が続く
ことが予想されており、本市財政も福祉医療分野の
自然増や税収の減少などにより厳しい状況にあり
ます。
　このような状況を踏まえ、平成21年度の予算編
成では、地元経済の活性化・雇用拡大の推進など市
民生活を守り、地域経済を支えることを最優先課題
としています。特に緊急経済雇用対策では、12月
補正予算での経済対策、国の2次補正予算に続き、
対策を切れ目なく実行するため、地方財政措置を活
用し、できる限り多くの分野で生活対策・地域活性
化対策経費を計上しています。
　予算編成では、市民の皆さんが安心して暮らせる
ための行政サービスを今後も切れ目なく提供し続
けることを基本にしており、単年度収支不足の縮減
などに努めながら、経営方針に基づく重要施策や、
生活道路の改良、公民館・公園の維持補修など市民
ニーズの高い事業に重点配分しています。
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平成21年3月議会煙当初予算

災害復旧事業費
8,000万円（0.1%）

維持補修費
5億6,432万円（0.6%）

歳出予算の構成比（一般会計・性質別）

歳出予算の構成比（一般会計・目的別）

313億3,105万円（32.3%）
民生費

総務費

公債費

衛生費

教育費

土木費

商工費

消防費

その他 44億8,147万円（4.7%）

115億6,508万円（11.9%）

129億7,747万円（13.4%）

102億468万円（10.5%）

81億3,672万円（8.4%）

61億2,232万円（6.3%）

78億9,226万円（8.1%）

42億340万円（4.3%）

323億1,986万円（32.6%）

42億5,827万円（4.4%）

133億826万円（13.4%）

127億2,854万円（12.8%）

99億8,211万円（10.1%）

86億9,911万円（8.8%）

69億2,453万円（7.0%）

68億5,511万円（6.9%）

40億1,024万円（4.0%）

平成20年度

児童、高齢者、障がい者の福祉
増進など

ごみ・し尿の処理、健康増進事
業など

これまでの施設整備等で借り
たお金の返済

総務管理、財産管理、企画調整、
地域振興、税務事務など

道路、公園、河川の整備など

農林水産業費、港湾費など
消防活動、救急活動など

商業、観光の振興など

34,422円

※人口252,716人（2月1日現在）で計算

127,890円

52,661円

50,367円

39,499円

学校の管理運営・施設整備、生
涯学習の推進など

27,400円

27,126円

15,869円
16,850円

合計
392,084円

【市民一人当たり予算】

平成2
1年度

当初予
算

969億1,446万円 990億8,602万円

平成21年度

歳出
990億
8,602万円

人件費
182億9,003万円
（18.5%）

扶助費
204億7,752万円
（20.7%）

公債費
127億2,840万円
（12.8%）

普通建設事業費
127億833万円
（12.8%）

物件費
117億4,271万円
（11.9%）

補助費等
68億1,738万円
（6.9%）

その他
156億7,734万円
（15.7%）

■ 義務的経費 52.0%
■ 投資的経費 12.9%
■ その他 35.1%

【主な内容】

歳入
990億
8,602万円

市税
281億円
（28.4%）

諸収入
79億2,471万円
（8.0%）

地方交付税
218億6,000万円
（22.1%）

国庫支出金
131億9,378万円
（13.3%）

市債
88億2,830万円
（8.9%）

県支出金
62億3,817万円
（6.3%）

地域経済を支える予算

◎当初予算の規模
増減率増減額平成20年度平成21年度区分

2.2%21億7,157万円969億1,446万円990億8,602万円一般会計
3.9%26億4,290万円680億6,999万円707億1,289万円特別会計

△14.8%4億955万円27億6,243万円23億5,287万円住宅事業
3.2%8億8,342万円278億7,696万円287億6,037万円国民健康保険事業
34.6%38億6,099万円111億7,390万円150億3,489万円競輪事業
△4.2%△6,007万円14億4,445万円13億8,438万円卸売市場事業
2.1%83万円3,952万円4,035万円災害共済事業

△99.2%△27億1,972万円27億4,197万円2,225万円老人保健医療事業
△0.6%△52万円8,096万円8,044万円地域交通体系整備事業
163.3%2億4,160万円1億4,795万円3億8,955万円土地取得事業
5.0%9億4,914万円189億6,170万円199億1,083万円介護保険事業

△0.4%△24万円5,941万円5,916万円交通船事業
0.8%43万円5,677万円5,720万円集落排水事業

△4.9%△1億3,402万円27億2,399万円25億8,998万円後期高齢者医療事業
皆増　3,062万円0円3,062万円風力発電事業
△7.9%△29億6,249万円375億7,713万円346億1,464万円企業会計
△14.0%△15億3,411万円109億8,075万円94億4,664万円水道事業
△16.5%△16億5,332万円99億9,175万円83億3,843万円下水道事業
△2.1%△4,328万円20億6,254万円20億1,925万円交通事業
1.8%2億6,822万円145億4,210万円148億1,032万円総合病院事業
0.9%18億5,197万円2,025億6,158万円2,044億1,355万円合計

◎市税の内訳
増減額平成20年度平成21年度区分

△2億7,326万円124億4,954万円121億7,628万円市民税
△1億5,730万円120億3,164万円118億7,434万円固定資産税
△3,229万円20億8,313万円20億5,084万円都市計画税

△1億3,814万円16億4,642万円15億828万円市たばこ税
670万円4億4,872万円4億5,542万円軽自動車税

△573万円4,055万円3,482万円入湯税
1万円1万円2万円特別土地保有税
△6億円287億円281億円合計
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990億8,602万円

分担金負担金
23億9,053万円（2.4%）

使用料手数料
15億7,294万円（1.6%）

繰入金等
36億7,921万円（3.7%）

財産収入
5億3,039万円（0.5%）

その他 47億6,800万円（4.8%）

歳入予算の構成比（一般会計）

葛葛
葛葛
葛葛
葛葛

◎用語解説
市が独自に確保できる財源。行政活動の自主性、
安定性を計る尺度になる
国などに頼って確保する財源
歳出のうち、その支出が義務付けられ、簡単に削
除できない経費。人件費、扶助費、公債費
道路、公園、学校など公共施設の整備等に要する
経費。普通建設事業費、災害復旧事業費
生活保護、障がい者支援、医療費助成など福祉に
使う経費
これまでの施設整備等で借りたお金の返済金
道路、学校、庁舎など公共施設の新増設の建設事
業に必要とされる経費
市の経費のうち、消費的な性質を持つ経費。賃金、
旅費、交際費、需要費など

自主財源

依存財源
義務的経費

投資的経費

扶助費

公債費
普通建設事業費

物件費

■ 自主財源 44.6%
■ 依存財源 55.4%

※各表・グラフの数値はそれぞれ四捨五入しており、計とは一致しない場合があります。


